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■ 事例企業の「設問の構造化」シート 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

キャッチフレーズ 
半径 500メートル 
商圏シェア 100％ 

経営戦略：市場浸透 

業態：地域型の百貨店 地元住民の暮らしに必要なものは何でも揃うお店 大手デパートとは業態が異なる 

創業：いまから約50年前 資本金：３,０00万円 年商８０億円、従業員数約30０名 Ｙ市の中心地に立地 

○の数字は設問番号 

外部環境の変化 

商品⇒価格プレミアム効果 
 → 独自の品揃え力 
販売方法⇒ロイヤルティ効果 
 → きめ細かな対応力 

内部環境 

優良顧客である地元高齢者齢者 

に特化した戦略 
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ミックス戦略とし

てのインターナル 

 

 

Ｂ社のインターナル 
マーケティング 

【ＰＯＳによる絞り込み】 
→独自の品揃えが生かせない 
→買上点数の減少に結びつく 
【食堂に代わりテナント誘致】 
→きめ細かな対応が生かせない 
→来店頻度の減少に結びつく 

競合⇒量販店・コンビニ等 
→価格競争は激化 
市場①⇒利便性のよい地域 
→（新規）単身の若者層 
コミュニティの場がある住居 
暮らしに必要な商品のこだわり 
市場②⇒Ｂ社は地域の憩いの場 
 →（既存）高齢者だけでなく 
  年代の異なるファミリー層 

１-1 

１-２ 

定量変数 

子供のいるファミリー層（既存） 

単身で生活する若者（新規） 

 

定性変数 

個性的商品を求める（機能的価値） 

健康で暮らしたい（情緒的価値） 

 

２ 

【スキルアップ】 
→ 社内外の教育研修 

【モラール向上】 
→売り場ごとの表彰制度 

３-1 

マーケティングの 
タテの整合性を検証 

標的顧客 
の欲求 

質の高い商品サービス（機能的価値） 

健康で暮らしたい（情緒的価値） 

スキルアップ→商品知識の向上 

モラール向上→思いやる心 

顧客感情に対する共感力 

３-２ 

パブリック・プライベート・ 
パートナシップ（ＰＰＰ）活動 

【Ｙ市地域の課題】 

① 若者住民の伸び悩み 

空きアパートで活気が

失われつつある 

② 住民の健康を守る 

独自の仕組みづくり 

【Ｙ市との連携による活動】 
① 都市計画法など法規制 
→若者住居用に古民家の再生 
② 監督官公庁の賛同・認可 
→Ｂ社仕組みと医療機関連携 

 

 
Ｙ市地域 
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